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　　 Design　of 　sound 　 environment 　of　urban 　 shopping 　arcades 　is　important　fbr　promotion　 of 　a　lively　 atmQsphere 　 a卩d　better

speech ／sound 　transmission．　In　this　study 　sound 　environments 　in　arcades 　oftwo 　cities 　were 　sun ・eyed 勧 1）sound 　leve［s　and 　audible

distances　of 　sounds 　from　loudspeakers，2）time 　of 　day　variation 　of 　the　sound 　cnvironment 　with 　regard 　to　sound 　levels　and 　types　of

audible 　sounds ，　and 　3）reverberation 　characteristics ．　The 　fesuks 　were ： 1）budspeakers　were 　widely 　uscd とmd 　sometime ＄ set　toward

the　street；2）ムAeq　values 　in　the　arcades 　were 　around 　70dB 　in　the　daytime；3）The　reverberation 　times 　were 　around 　I．5　seconds 　at　500

Hz 　when 　stores 　opened ．
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1．　 は じめ に

　 ア
ー

ケ
ー

ド （街 路 を覆 う屋 根） の あ る 商業 的な 街 路空 間 （以 下、

本 論文 で は ア ーケード街 路 と 呼ぶ ）は 日本 各地で み られ る。大 多数

の ア
ーケード街 路に お い て 街 路や 店頭 に設置 され た ス ビ ー

カ
ー

か ら

流れ る BGM や 商品情報 を聞 くこ とがで き る よ うに、ア
ー

ケ
ー

ド街

路 に おい て は外観 や照 明の デザ イン と並 ん で、何 らか の 音 環 境 的な

演 出 が 広 く行 われ て い る。こ う した 演 出 はお そ ら く ア
ー

ケ
ー

ド街 路

の 賑 わ い の 演 出や 販 売促 進 と い っ た 意図 に よる と思 わ れ るが、近 年

は拡声 器 騒 音 とい う言 葉 の よ うに、街 路 で の 拡 声 器 の 使 用 が 喧 噪 感

を もた らす も の と して 問題 視 され る ケ
ー

ス も あ る こ と が指 摘 され て

い る
t）。ま た有 線放送 等の 既存の 音源 を BGM と して 流す とい うや

り方は、筆者 らの 調 査 お よ び 経験 の 限 りで は全 国 に広 くみ られ る が、

静 寂を 埋 め る とい っ た BGM の 存 在意 義 の
一

方 で、こ れ とい っ て 特

色 の ない 、画
．一一

的 な街路 空間 が広 く作 り出 され て い る よ うに 思 われ

る。加 えて、ア
ーケー

ドは 街路空 間に 残響を も た らす こ とで 、賑 わ

い や イ ベ ン トの 雰 囲 気 を演 出 す る 可 能 性 が あ る が、他 方 で は ア
ー

ケ

ー
ドの 内 部 発 生 音 に よ る喧 噪感 を増 幅 しか ね な い 。ま た残 響は 音声

情報伝 達 の 明瞭 性 を 低下 させ 、視覚 障害者や聴 覚障害者 の 行 動 に 差

し障 る との 報告 もあ る
2）1）。以 上、ア ーケード街 路の 音環境 は、騒 音

制御や音 響設計、サ ウン ドス ケープ 計画 とい っ た多様 な観 点か ら計

画的 に取 り組 むべ き重要 な問題 と考える u し か し なが ら、拡 声設備

等の 計画 が 広 く行わ れ て い る
一方 で 、音環 境 計画 の 方法 論 は 整備 さ

れて お らず、利 用者 に と っ て 必 ず し も良好 ・
快適 な状 況 とな っ て い

ない の が 現 状と考 えられ る。本研 究は こ うした ア
ー

ケ
ー

ド街 路の 音

環境の あ り方 に つ い て 現状の 調査 を 通 して 考察す る もの で あ る。

　 と こ ろ で こ う した 公 共 空 間 ・商業空 間の 音 環境 に 関 して は 近 年着

目 され る よ うに な っ て お り、研 究 も徐 々 に 進 みつ つ あ る．音環 境 を

デ ザ イ ン した 事 例
“
．．6 ）Rコ、音 環境 の 現 状把 握 を試 み た研 究

7 ）”14 〕、残

響 下 の 音 声 情報伝 達 につ い て は最 適 放 送 レ ベ ル に 関す る研 究
捌 6 〕、

残 響音 場 に お け る 文 章 了 解度 ・明 瞭 度 に 関す る 研 究
濫7

胸 、高齢 者 ・

聴 覚 障 害 者への 音 声 情 報伝達 に 関す る研 究ηな ど が 挙 げ られ る 。ア

ー
ケ
ー

ド街路 の 音環塊計 爾の 方法論 は こ れ らの 実践 例や要素研 究の

蓄積 か ら作 り出 されて い くこ とが 期 待 され るが、そ の 第
一

歩 とし て

必 要な、現実 の ア
ー

ケ
ー

ド街 路 の 音 環境の 実態 を総 合的 に捉 えた デ

ー
タ は ま だ 存在 しな い 。そ こ で 本研 究で は 地 方 中核都 市で あ る 熊本

市 と長崎市（そ れ ぞ れ 入 口 67万 人、44万 人．2005年 現在．）の 中心 市

街地 に 位置す る ア
ー

ケ
ー

ド街 路 を対 象 と し て 、ア
ー

ケ
ー

ド街 路で 聞

かれ る 環境音 の 種類 やそれ らの 一日 の 中で の 変動、空間的 な分布、

街路 内の 残響特性 な どの 音環 境の 現 状把 握の た め の 調 査 を実施 した、，

2．調 査概要

　 ア
ー

ケ
ー

ド街 路の 音環 境 は、存在す る環 境 音 とそ の 容 れ 物 と して
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の 街 路空間 の 音 響特性 との 組み合 わ せ か ら成 る と考 え、本調 査 にお

い て は 以下 の 項 目に つ い て 調べ た。

a）街路内 の 拡声音 の 配 置 と 聞 こ え る範 囲。

b）音 環境 （騒 音 レ ベ ル 、聞 こ え る 音の 種類 ）の
一

日の 中で の 変動。

c）空 間の 残 響時 間 と明瞭度。

（以 降、こ れ らの 項 目を 「空 間分布」 「時 間変動 」 「音 響特 性 」 と呼

ぶ ）。

　調 査 は 1999 年か ら2003 年 ま で の 4 回に わ た り熊本 市 と長 崎 市 の

市街 地 中心 部の 街路 で 実施 した （表 D。調 査対象 は 熊本市 の 3 つ の

ア
ー

ケ
ー

ド街路お よ び 1 つ の ア
ーケードの 無 い 街 路 と長崎 市の 2 っ

の ア
ー

ケ
ード街路 で ある （表 2、写真 1）。長 崎市の 街 路 NA は 2002

年 秋 に改 築 が 行 わ れ た た め、2002 年 と 2003 年 の 改修前後 で 同 じ地

点 で の 調 査 を行 っ た。3 つ の 調 査項 目に つ い て、空間分布 は 全て の

街路 で 実 施 し、時 間 変 動 と音響 特 性 は 表 3に示 す 6地点で 実施 し た。

2．1　店舗 か ら発 生 す る拡 声音 の 空 間 分 布

　 こ の 調 査は、街 路の 音 環境 に お い て い わ ば前 景 と なる音 を 見 出 し 、

その 到 達距離 を調 べ る こ とに よ り、どの よ うな音が 街路 に お い て 前

面 に 表れ て い るか 把握す る こ と を 目的 とす る。現 実 と して は、何 ら

か の 拡 声に よ る 音 事象 が街 路の 音環 境に大 き く影響 して い る と我 々

は考 え て お り、こ こ で は 店舗 か ら発 生す る拡 声音 に焦 点を当て て 調

査 を行 っ た。

　調査 す る項 目は 「近傍 レ ベ ル 亅 「周 辺 レ ベ ル 亅 「到 達距 離」 の 3種

で あ り 、調査 手順 を以 下 に 示 す。

）

）

12

）3

調査者 は 街 路 を歩 き な が ら店舗 等 か ら聞 こ え る拡 声 音 を探 す。

聞 き取 られた拡声 音に っ い て 、音源 が 店舗 内 の 時 は 店 舗 入 口 か

ら道路 中央 よ りに lm 離れ た 位置 で、音源 が 店舗 外 の 時 は 音源

か ら 1m 離れ た位 置 で 騒音 計 （RION 　NL ・06） を 用 い て 1分 間の

等価騒 音 レ ベ ル （LAeq）を 測定す る 。こ れ を 「近 傍 レ ベ ル 」 （音

源 近 傍 の 騒音 レベ ル ） と 定義 した。

次 に調 査 者は 、音源 か ら遠 ざか りな が ら、そ の 音が 聞 こ え る 範

囲 を 耳 で 聞い て 判 断 し 、聞 こ え な くな る地 点 に お い て、［ 分 間

の LAeqを測 定す る。こ れ を 「周辺 レベ ル 」 （周 囲 の 街 路 に お け

る騒 音 レ ベ ル ） と定義 し た。こ れ と と もに、そ の 地 点 の 音 源 か

らの 距 離 を 測 定す る u これ を音の 「到達距離 」 と定義 した．

15m と し た 。距 離 測 定 に は 超 音 波 式 距 離 測 定 器 （フ ジ コ ロ ナ

PK −75） を用 い た。

表 1 調 査
一

覧

調査名 実施年月 空 間分布 時 間変 動 音響特 性

熊本市 11999 ．10 ○
騒音レベ ル

　 の み

一

熊本市 22001 ．11 一 一 開店時

の み

長崎市 】

（改修 前）
2002．8 ○ ○ ○

長崎 市 2

（改修 後）
2003．8 ○ ○ ○

表 2　測定対 象街路の 寸 法
＊1

都市 街 路 街 路幅［m ］ 街 路 高［m ］ 街 路 長 ［m ］

KA 11 12 600

KB 16 10 800
熊本 市

KC 18 ll 500

KD η ll 一 400

NA ll 11 400
長崎 市

NB 7 ll 900
掌1

「空 間分 布」 は 全 て の 街 路 で 行 っ た が、「時 間変 動」、「残 響特

　 性」 の 調 査 は KC 、　NB で は 行 っ て い な い （表 3 参 照 ）。
η KD の み 参 考の た めア

ー
ケ
ー

ドの ない 街路 で行 っ た。

表 3　 「時間 変動」、「残響 特性」 の 測定地 点の 概要

地 点 　 都 市　 街 路 特徴

Kl KA 　 ア
ー

ケ
ー

ド街路の 中間地 点に位 置する。

K2 熊
本
市

　 　 ア
ー

ケ
ー

ド街 路の 端部。片側 3 車線の 道路
KB
　 　 が近 接 して い る。

K3
　　 ア

ー
ケ
ー

ドの 無い 街 路。歩行 者 専用道 路
KD
　　 で は ない 。

Nl

長

崎
市

　　 他 の ア
ー

ケ
ー

ド街 路 と交差 してい るため、
NA 　 容積 は 全測定 地 点 で 最も大 きい 。また長 崎

　　 の 3 地 点で 人 通 りが 最も多い 。

N2
　　 ア

ーケード街 路の 中心 的 な地点。イベ ン ト
NA
　　 や 展 示 が行 われ る。

な お、騒 音 レ ベ ル の 測 定は 、通 行者 の 耳の 位 置 を考慮 して 地 面 か ら

N3
　 　 ア

ー
ケ
ー

ド街 路 の 末 端 に近 く、長 崎市の 3
NA
　 　 地点で 最も人通 りが少 ない 。

写 真 1　 測定対 象街 路の 例

一 2
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2，2 騒音 レ ベ ル と 聴取 され た環境音 の 種類の 時間 変動

　 こ の 調査 は 、あ らか じ め設 定 し た測 定地点 にお い て、一
目の 音環

境 を、時間 を追 っ て 記 録す る もの で あ り、そ の 地点 で の 目常的なサ

ウン ドス ケ
ープ を捉 える こ と を 目的 とす る。調査 は熊 本 市 ・長 崎市

の ア
ーケード街路 にお い て 、そ れ ぞれ 特徴 的 な 3地 点 を選 ん で 実施

した （表 3）。測定時間 帯は 人 や 店舗の 活 動 時間 帯 を考 慮 して 7 時〜

22 時の 16時 間 と し、各 地点 にお い て 1 時 間毎 に 10 分 間 の 測定 を、

3地 点を巡 回 しなが ら行 っ た。

　 調 査項 目は 騒 音 レ ベ ル と 「聞 こ え る環 境 音 の 種 類 と頻 度 」、お よ

び 「通 過 人 数 」で あ る。測 定 に お い ては 、歩 行 者 を 想 定 して 高 さ 1．5m

の 位 置 に 固 定 され た 騒 音計 （RION 　NL −06） を マ イ ク と して ポ
ー

タ ブ

ル DAr レ コ
ー

ダ
ー

（SONY 　TCD −D 】00） に録音 した。同時 に 「聞 こ

え て きた環境 音 亅 の 種 類 と頻 度 を調査者 が 筆記記 録 し、雑踏 と音環

境 と の 関係 を 見 る た め に 測 定 中 に通過 人数 を数 え た。環境音 が 聴取

され る頻度の 指標 と し て 既報
19）

と同様 に 「時間 占有率」 を用い た。

こ れ は 測 定時 間内 に、あ る環境 音が 聞 か れた 時間率 と し て 定義 され

る 指標 で あ る。こ れ を 求 め る た め 調査 時 に測 定 時 間 （10 分 間＝600

秒 間） を 】0 秒 毎 の 60 個の 単位 時 間 に 区切 り、．そ の 単位時間 内に 環

境 音 が 聞 こ え る か ど うか を 記録 した。結果 に つ い て 、あ る環境音 が

60 個 の 単位 時 間の うち い くつ の 時間 で 聞か れ た か を百分 率で 表 現

すれ ば、その 環境音 の 「時間 占有 率亅 が求 まる。また騒音 レ ベ ル に

つ い て は、DAT に 録 音 した 環境 音か ら LAeq と 95％ 時 間率騒 音 レ ベ

ル （LAgs） を算 出 した。
2，3　ア

ーケード街路 の 残響特 性 と音声 明 瞭度

　 ア
ー

ケ
ー

ド街 路の 残 響特性 と明瞭度 を得 る た め に、街路 の 特 徴 的

な 地 点 （K2 お よび Nl −N3 ） に お い て M 系列信号 法に よ りイ ン パ ル

ス 応 答 を測定 し 、得 られた イ ン パ ル ス 応答 か ら残響 時間お よ び 音声

明瞭度指標 （RASTI ）を算 出 し た。測定 は 音源 に 12 面 体の 無 指向性

ス ピーカー、マ イ ク ロ ホ ン に 騒 音計 （RION 　NL −06）、信号処理 に デ

ジ タル オーデ ィ オプ ロ セ ッ サ （Coretex　CTX7010）を用い た。音 源点

と受 音点は 街路 中心 の 高 さ 1．5m に 設置 した。また両点は 各測 定地

点 とも 1 点ずつ とし、それ らの 距離 は K2 で 10m、　Nl・N3 で そ れ ぞ

れ 12m 、7m、5m と し た。

　本 研 究 で は ア
ー

ケ
ー

ド街 路 の 残 響 特 性 の 重 要 性 に 着 目 して 第
一

歩 と して の 実 測 を行 っ た が、音 源 点 と受音 点 の 位置 関係 と い っ た 測

定手 法の 検討 を十分 に 行 っ た もの で はな い 。しか しなが ら現場 で の

実測例 は 希少 で ある こ と か ら、今回 の 測定結果 は今後 の 研究 に お い

て参 考に な る もの と考 え て い る。

3，　 環境音の 類型化

　今 回 の 調 査 で 聴取 さ れ た 環境 音は 多様 で あ る の で 、本研 究で は 既

報
20｝

と 同様 に 環境音 を類 型化 し 、そ の 類 型 に よ り音環 境 を 記 述す る

こ と と し た。こ の た め に 既報
20 ）

と同 様 の 手 法 を用 い て 2藍〜37歳 の

被験者 29 名 に よ る類型 化実験 を通 し て 、表 4 の よ うな環 境音 の 類型

を決定 した （本研 究で は これ らを 「音類型 」 と呼 ぶ ）。

4．　 ア
ーケード街 路の 音環 境

4．1　 店舗か ら発 生 す る拡 声音 の 空 間 分 布

　 実測 され た 到 達距 離 を も とに、店 舗 に よ る拡 声 音 が どの 範 囲 で 聞

き取れ る か を街路地 図 上 に描 い た も の が 図 1 （熊 本 調 査 の
一

例 ） で

ある。こ れ は お お ざ っ ぱ な描 画 で あ り学 術的 な 信 頼 性 は 問 い に くい

が、環 境音 の 広が りや 重 な りの 様子 の 把握 が 容 易 と な り、状況 の 理

解の た め に有 用 と考 えた。調査 の 結果 と して 以 下の 傾 向が あ る こ と

が わか っ た。
・大部分 の 店舗 は街 路」に 音 を 流 して い な い 。
・

い くっ か の 店舗 （フ ァ ス トフ
ー

ド店な どに 多い ） は、店 頭 に ラ ジ

　 カセ 等 を 置 い て、街 路 に 向 けて 商品 放送 を行 っ て い る。
・音 を売 り物 にす る 店 舗 （楽器 店 、ゲ

ーム セ ン タ
ー

な ど） は、音 が

　街路 に 流れ る よ うな セ ッ テ ィ ン グ を 行 っ て い る こ とが 多 い 。
・長崎 市の ア

ー
ケ
ー

ド街 路 で は 上 記 の よ うな 拡 声 器 の 使 用 は ほ とん

　どみ られ な か っ た。そ の 理 由 と し て、店舗 間の 協定 で 拡声器 の 使

　用制限 を 行 っ て い る こ と が 挙げ られ 、そ の 文 言 は 「組 合員 は 店舗

　よ りア
ー

ケ
ー

ド内及 び 道路 に 向か っ て 宣伝や お 客 の 呼 び 込 みの

　た め に は、私 物 の 拡 声 器 も使用 し な い もの とす る 」 とい うもの で

　あっ た。

表 4　環 境音の 類型

類 型 1 類 型 H 説 明

A 街 路 音 1 拡 声 音 （BGM ） 有 線放送 な ど、一般 的な プ ロ グラ ム に よる BGM 。
2 拡 声 音 （商品 放送 ） 路上 や店頭 の ス ピーカーか らの 、販売その 他 の た め に 流 される放送。

B 特 殊な 街路 音 3 特殊 な BGM 季節的な音楽、デザイン された時報な ど、特別 なプ ロ グラム に よる もの 。
4 呼び か け 路上 や店頭 か ら販 売 その 他 の た め に人 が 通行 人 に呼 び か ける 声。
5 イベ ント・パ フォ

ー
マンス 街路で の イ ベ ン トや ス トリ

ー
トパ フ ォ

ー
マ ン ス な ど。

．
C 通 行音 6 人の 音 通行人の 話 し声や 足音な ど。

7 物音 人 の 通行 に伴 う物 音。携 帯 着信、買 い 物 袋、キ
ー

ホ ル ダ
ー

な ど。
D 店 舗音 8 店舗 内の BGM ・放送 店舗内で 流れ てい る BGM やア ナ ウン ス 放送が街 路に漏 れ て く る もの 。

9 店舗 の機械 音 店舗内外 の 機械 （空 調な ど）の 音。．
10 店舗の 作業音 店舗で の 荷 下 ろしや 開閉店の 音。
ll 店舗の 購 買の 音 店舗で の 購買活動 に伴 う音。話 し声や レ ジ の 音 な ど。

E 地 域音 】2 周辺 地域 の 音 学校の チャ イム 、横断歩道の 誘導音、寺の 鐘 など、周辺 地域 か らの 音。
．13 街 路外か ら の 拡声音 ちり紙交 換、街頭 演 説、宣伝 カ

ー
な ど、周 辺 地 域 か らの 拡 声 音。

F 交 通 ・工 事音 14 道 路走 行音 車 ・電 車な ど の 走行音。二 輪 車や 自転車 の 走行音 も含 む。
15 交通警告音 ク ラ クシ ョ ン やサ イ レ ン な どに加 え、急 ブ レーキや 暴走族 な どの音を 含め る。
16 工 事音

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r
工 事機械 ・作業の 音。

G 自然音 17 生物 自然の 生 き物 ：鳥 ・
虫 ・動物 な どの 音。

18 無生 物 自然の 無生 物の 音 ：風 ・水。噴水 な どの 人 工 自然音 も含め る。
H そ の 他 19 不 明 音 ・

不 思 議 音 音源 不明 の 音 な ど。
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　 「近傍 レベ ル 」 と 「到 達 距 離 」 の 関 係 を み る と （図 2）、「近 傍 レ

ベ ル 亅 の 大 き さ と比 例 す る よ うに 「到 達距 離」 も長 くな る傾 向 に あ

る こ とが わ か っ た。た だ し こ の 傾向 は熊 本 と長崎 の 街 路で 異 な り、

長 崎で は 比 例 関係 を表す 相関係 数 は小 さ く、「到 達 距離」そ の もの が

短 い傾 向 に あ る。長 崎で は 「近 傍 レベ ル 」 の 平均 は 65dB で、「到 達

距離亅 の 平 均 は 6m 、熊 本で は そ れ ぞ れ 75dB 、21m で あ っ た。こ の

理 由 は 上 述の 拡 声器 の 使 用 制限 に よ る もの と考え られ、長崎 で 聞か

れ た 拡 声 音は 店舗 内 部 か らの 音 漏れが ほ とん どで あ っ た。ま た熊 本

の 街 路で み られ た 比 例 関係 は
一

見 当然 の よ うに み え る が、実 は 「大

きな 音 を流 し て 遠 くま で 聞 こ え る よ うに す る」 とい っ た、い わば商

店側 の 都 合 に よ る 図式 が み て と れ る もの で 、こ うし た 比 例 関係 が 見

られ ない 方が 好 ま しい とい うこ ともで きる。

　 図 3 は 「周辺 レベ ル 」 と 「近傍 レ ベ ル 」 の 関係 を表 した もの で あ

る。全体 として は、店舗周 囲 の 騒音 レベ ル が大 きい ほ ど、店舗 か ら

発 せ られ る レ ベ ル が 大 きい とい う比 例 関係 の 傾向 が 見 られ る。こ こ

で も熊本 と長崎 は傾 向 が 異な り、長 崎 で は 比 例 関 係 が は っ き り して

い る が 、熊本 は相 関係 数 が 小 さ く関係 が 薄い 。す なわ ち熊本の 調 査

対 象 商店 街 で は 、店 舗 ス ピ ー
カ
ー

の 音 量 が 周 囲 の レ ベ ル に 関係 な く

設 定 され て い る とい っ た 傾 向 が うか が え る。ま た、両 街 路 とも に 近

傍 レ ベ ル が 周辺 レ ベ ル よ り も小 さい ケ
ー

ス が い くつ か ある。こ れ ら

は 、本測 定が 調査 者 の 耳で 聞 き取 れ るか 否か を判 断基準 として い る

た め、拡 声音の 周囲 の 環 境音 に対 す る SN 比 が マ イ ナ ス で あ っ た こ

と を 示 して い る。

　以 上 が得 られ た結果 で あ る。長 崎 と熊本 の 調査 対象間 で 結果 に 差

が 出て お り、拡声器 に
一

定の ル ール を設 けた こ との 効果 が表れ た も

の とい える。街路 の 音環 境計画 に お い て音 の 取 捨選 択 を考 え る とき、

拡声器 の 使 用 につ い て は 何 ら か の ガイ ドラ イ ン が 必 要 で は な い か と

考 え られ る。拡声器騒音 問題 と関連 して、ル ール づ く りの 必 要 性 を

提言 する研 究例 もあ る が
21）、そ うした 場合 の ル

ー
ル とは、こ こ で 示

し た拡声音 の 到達距離 の 上限設定、あ る い は 周 辺 の 騒 音 レ ベ ル を 基

準 と した近傍 レ ベ ル の 上限設定、とい っ た形式 が
一

っ の 案 に な り う

る と 思 われ た。また、本 論 文 で は都 市毎 の 比 較 しか し て い な い が、

調 査 の 過 程 で は 店 内 ・店 外 と い っ た 拡 声 器 の 設 置 位 置 や ラ ジ カ セ な

ど ポー
タ ブ ル 機器 を用 い て い る か否 か と い っ た 拡 声器 の 種 類 な ど、

楽器店

図 1 店舗 か らの 拡 声音の 空 間分布 マ ッ プの
一例

■ 音 を 出 して い る店舗
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図 2　拡声音 の 近傍 レ ベ ル と到達 距 離の 関係
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　 図 3　拡声音の 周辺 レ ベ ル と近傍 レ ベ ル の 関係
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使 用形 態 に よ っ て 店舗 か らの 拡 声音の 空 間分布 に違 い が ある こ とが

伺 われ た。こ の 点 は今後 明 ら か に す る必 要が あ る。

4，2 騒 音 レベ ル と聴取 され た環境音の 種 類の 時間 変動

　 こ こ で は、ア
ー

ケード街路 の 利 用者や店 舗の ア ク テ ィ ビテ ィ に よ

り音環境 が どの よ うに 変 化す る か をみ る。分析 に お い て 、騒音 レ ベ

ル につ い て は熊 本調査 と2002 年 の 長崎調査 の データ を、聴取 された

環 境音 の 種類 と頻度に っ い て は2002 年 の 長崎調査 の デー
タ を用 い た。

（1）騒 音 レ ベ ル

　 熊本 調 査 で の 騒 音 レ ベ ル お よ び 長崎 調 査 で の 騒 音 レ ベ ル と通 過

人 数 の
一

日の 変動 を図 4 に 示 す。店 舗が 開店 して い る 時間帯 （大部

分 は 10 時か ら 20 時） の LAeq は ア
ー

ケ
ー

ド屋根 の 無い K3 が 65dB

前後 と最 も小 さ く、最 も高い K2 で 75dB 程度 で あ り、これ らの 地 点

を除 くと 各 地 点 と も 70dB 前 後 で あ っ た。

　次に LAgs に 着 目す る。　 LA95 値 は い わば測定 時間 内で 比 較的静 か

な 瞬間の 騒 音 レ ベ ル を 表す 指標 で あ り、比 較的 音量 の 大 き な 事 象 を

よ く反映 す る LAeqに 対 し て、街 の 雰 囲 気の 一
面 を 記 述 し うる もの と

して こ こ で は取 り上 げて い る。実際、表 5 に示す よ うに、通 過人数

との 相 関係数が LAeq の 0．5 程度 に対 し LAgs は 0．8 程度 と高 く、雑踏

の ざわ ざわ した音環境 の 様子 が あ る程度 捉 え られ て い る とい え る。

LA95 値で は、ア
ー

ケ
ー

ド天 井 の 無 い K3 の 値 が 、他 の 地 点 と比 べ て

小 さい こ とが 見 て 取れ 、ア ー
ケ
ー

ド天 井 に よる反 射 で 暗騒音 的な レ

ベ ル が 上昇 して い る こ とが わか る。また、早 朝一開店 （10 時）一閉

店 （概 ね 20 時前 後）一夜 間 とい う店舗や 人々 の 活動 の 時間的推移 に

つ い て、LA95 の 値 は LAeq よ りもそ う した流 れ に追従 した レ ベ ル 変

動が 観測 され た。

　地点 毎に 見 る と、K2 は LAeq の 値 が 75dB 程度 と他 の 地 点 と比 較 し

て最 も高 く、また店舗 が開店 して い る時間 帯の LAeq と LAgS の 差が

小 さか っ た が 、これ は 測 定点正 面 の 二 つ の 店舗 の 店頭 に 設 置 され た

ス ピ
ー

カ
ー

か ら常時音楽 が 流 され て い るた め で あ る p この 地点 は ア

ー
ケ
ー

ド端部 に位 置 し市電 が 通 る道 路に 近 い た め 道 路交通 音が 大 き

い こ と と、二 つ の 店 舗が 競 合 して い る こ と に よ り、音楽の 音量 もそ

れ に 合 わ せ て 大 きめ に 設 定 され て い た よ うに 思わ れ た。長崎 の 3 つ

の 地点 で は、2 つ の 街 路が 交差す る Nl が 最 も騒 音 レ ベ ル が 高い が、

地点間 の 差は それ ほ ど大 き くない 。長 崎の 街路 で は 店舗 毎の 拡 声器

の 使用 に制 約 が あ るた め 、ア ーケードに 設置 された ス ピーカ ーか ら

流 され る BGM が主た る環境音 と して 存在 して い る。この た め に街

路 中が ある 程度均一な音環境 とな り、また時 間変動 が小 さい 結果 に

表 5　騒 音レ ベ ル と 通過 人数 の 相 関係数

調 査名 五A95 ムA50 ムA5 乙Ae

長 崎市 10 、760 ，650 ．400 ．55
長崎 市 20 ，870 ．830340 ．52
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図 4 騒音 レ ベ ル と通過人 数の 一日 の 変動
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な っ て い る と思 わ れ た。一方 で、熊本 の 街路で は 地点 間の 差 が 大 き

い が、こ れ は 主 た る音 が 店舗 か らの 拡 声音で あ り、（測 定時に 観察 し

た 範囲 で は ） ア
ー

ケ
ー

ドに設 置 され た ス ピ ー
カ
ー

か ら音 楽は 流れ て

お らず時 折 ア ナ ウン ス が 流 され るの み で あ る こ とが 理 由 と考え られ

た。調査 実 施 日は 18時 に BGM が停止 した が、そ の 後 と くに 通 過 人

数が 最 も少 な い N3 で は 大 き く騒 音 レ ベ ル が 下 が っ て い る な ど、音

環境構成要 素 と して の BGM の 影 響が 顕著で あ っ た 。
　 Nl −N3 とも一
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図 5　各音類 型の 時間 占有率の
一

日 の 変 動

6 一

日 の 中で 9 時 の レ ベ ル が 高くな っ て い るが、こ れ は 開店前の 商 品搬

入 の 車両が ア
ー

ケ
ー

ド街 路 へ 進 入 し、荷さば き が 行 わ れ てい た こ と

に よる。

　 以 上、ア ーケード街路 の
一

日 の 騒 音 レ ベ ル の 変動 を 見 た。拡 声音

が街 路の 騒音 レベ ル に 大 き く影響 して い る こ と、人 々 や 店 の 活 動 が

LAeq よ り もLAgs とい う暗騒 音的 な指標 値に よ く表 れ て い る こ とが

わか っ た。

（2）聴取 され た環境音 の 種類

　 記録 され た環境 音 を表 3 の 音類型 に 分類 し、各音 類型 毎に算 出 し

た 時間 占有率 の 一
目の 変動 を図 5に 示 す。店 舗開店 前 （7 時〜9 時）

は 開 店準備 に 関係 す る 車両 が ア ー
ケ
ー

ド街路 内 に進 入 し て くる た め、

「交 通 ・工 事 音亅 の 時 間 占有率 は 3 地 点 と も概 ね 100％ とな っ て い

た。開 店 準 備 に よ る 「店 舗 音」 も 同様 に 60％程 度 と他 の 時間 帯 と比

較 し て高 い 。ま た 通 勤 ・通 学に よる 「通 行音j も聴 取 され た 。 店舗

開店後は ア
ー

ケ
ー

ド付 設 の ス ピ ー
カ
ー

か ら常 に BGM が 流 され て い

た た め、「拡 声音 （BGM ＞」 は 18時 ま で 概ね 100％で あ っ た。買い 物

客 な ど 「通 行 音」 の 時 間 占有率 は 21時 まで概 ね 100％で あ っ た。一

方 で 、「店舗 音」や 「交 通 ・工 事音 亅は 開 店 前 と比 較 し て低 い 。地点

間で 比較す る と、変 動 パ タ
ー

ン は ど の 地 点 も 同様 で あ る が、「交 通
・

工 事 音」に つ い て は 車 道 か ら 60m の 距 離 の Nl で は 店 舗 開 店後 は 19

時 に な る ま で 且0％ 前 後 で あ る の に対 し、車 道 か ら約 15m の N2 と

N3 で は 50％ 前 後 と Nl と比 較 して 高 か っ た。な お、自 転 車 は
一

日 を

通 して ア ーケード内の 走行 が 禁止 され て い る た め、自転車 の 音は ほ

とん ど聴 取 され なか っ た。

　 以 上の よ うに 、アーケード街路の 利 用者や 店舗 の ア クテ ィ ビテ ィ

3．0

2．5

　 　2．03

當　1・5

　 　 1．0

0．5

0．0

改修 工 事 前

　　　　ρ
一〇 、、

改 修 工 事 後

　 ’　　 　　　　 　　　　 　　、

　 ’　　　　 　　　　 　　　　 　 、’　　　 　　　　　 　　　　 　　　 、

o 　 　　 　　 　　 　 、’　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
’’
，O

『
「0

　 　 　 、　　　、　、　　　　　　、　　一
’　　　　

丶
口

” 　　　　 　　　　 　　　　、　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’

β

ら〆　
’

趣
冶 ＿

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ム

　 ’　　　，’

麟 旧

一

　
’
ミ曾ご

　 　 、　　　
、

　　　、　　　　、
、

、
込

ONl
　　　　　　　　開 店時

器 1 −一…
閉麟

125　250500　1k　2k　4k　　　　l25　250500 　1k　2k　4k

　 　　　　 　　　 　周 波数 （Hz）

　 　　　　 　図 6　街路 NA の 残響特 性

表 6　各測定 点の 明瞭度 （RASTD

測定地 点 改修 前 改修後

Nl 甲 0．61

開 店 時 N2 0．51 0．58

N3 0．60 0．65

N1 0．45 0．50

閉 店 時 N2 0．56 053

N3 0．59 0．59
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が 音類型 の 時 間 占有 率に 反映 され て い るこ とが わ か っ た。一
方 で、

現 行の 手 法で は 「通行 音」 の よ うに絶 えず 聞 こ えて くる音類 型の 時

間 占有率 は、測 定時 間帯 の ほ とん どで 100％ に 達 して お り、例 え ば ざ

わ め き賑 わ っ て い る 状 態 なの か、も し くは 閑散 とし た状態 なの か 見

分 け が っ か な い と い っ た 問題 が あ り、今 後 こ の 改 善 も必要 で あ る。

4．3　ア
ー

ケ
ー

ド街 路 の 残響特 性 と音 声明 瞭度

　 2．3 の 調 査 概 要 で 述 べ た よ うに 音響特性 の 実測 結果 に つ い て は、

信頼性 の 高い も の で は ない が 今 後の 研究 の 第
一歩 とな る参 考値 と位

置づ け て 、こ こ に 記載す る。

　測定 された イ ン パ ル ス 応 答 よ り残 響 時 間 を 求め た （図 6）。改修

前 ・後 と もに 店 舗開店 時は 500Hz で 1．4−1．7s で あ り、店舗 閉 店時は

500Hz で L7−2、6s で あ る。街 路 が 交差 して い る Nl 地 点 で 、閉店 時に

他 の 地 点 よ り も長 い 値 と な っ た．RASTI を 算 出 した と こ ろ 、概 ね

O．S−O．65 で あ り （表 6）、こ の 明瞭 度の 評 価 は FATR −GOQD で あ る。

2002 年 の ア ーケード改 築に よ り、天 井の 形 状 と換 気 口 な どが 変 わ っ

た が、測定値 の 差 異 を こ う した 条件の 変 化 で 説 明 で き る か は 今 後 の

課題 で あ る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬
5．　 おわ りに

　 以 上 、本 研 究 で は 2 つ の 都 市の ア
ー

ケ
ー

ド街 路に お い て 、拡声音

の 空 間的 な分 布 、環 境音 の 時間 的変化 、街路 の 音響特性 とい うア ー

ケ
ー

ド街 路 の 音 環 境 計 画 に必 要 な要 因 を 網 羅 的 に 実測 した。主な結

果 と し て 、拡 声音 の 空間分布 に つ い て は 2 つ の 都 市の 間 で 商店 間 の

協約の 有無 に よ っ て 分布 状況 に 大 きな違 い が 見 られ た。環境音 の 時

間 変動 に関 して は 、環 境 音 の 類 型 とそ れ らが 聴取 され た 時 間 占有率

を 用 い て 音環 境 を質 的に 記述す る こ とを試 み 、い くつ か の 環塊 音類

型 で 時間 占有 率 とア
ー

ケ
ー

ド街 路の 利用者 や店舗 の 活 動 との 関連が

見 られ る な ど の 結果 を 得た。ま た物理 的な記 述 と して は、LAps の よ

うな 背景 的 な音 の レ ベ ル を示 す 指 標が LAeqと比 較 して 人 々 の 活 動 に

追 従 した レ ベ ル 変 動 を 示 す こ とが 分か っ た。街 路 の 音 響 特 性 を 簡 易

的 に 測 定 した と こ ろ 500Hz で 1．5 秒 程 度 の 残 響 時 間 が 観 測 され 、ア

ー
ケ
ー

ドに よ り街 路 に あ る程 度 の 響 き が も た ら され る こ と が 分 か っ

た。

　本研究 は地 域 ・時 季 と も限定され た もの で あ る が、ア
ー

ケ
ー

ド街

路の 音環境研 究 ・計 画の た め の 第
一歩 と して のデー

タ が 得 られ た も

の と考 えて い る 。今 後の 課題 と し て は、地 域や 季節 とい っ た 要 因 に

つ い て 網羅的 に デ
ー

タの 蓄積 を 進 め る こ とが まず重 要 で あ る。拡 声

器の 使用実態 に つ い て は 、拡 声器 の 使用 機 器や 設 置位 置 と店 舗 の 業

態 との 関係 な どの 詳 細 な調査 を 行 う必 要 が あ る と思 われ た。時 間 占

有率 を用い た 音環境 の 質的 な 記述 にっ い て は 、通 行 人 の 音 な ど高 頻

度で 聴取 され る 音 は 喧 噪 ・閑静 に か か わ らず 100％付 近 の 値 に飽 和 し

がちで ある とい う問題 点が見 られ、他 の 指標 の 併用 な ど記述 手法の

ー 夫が望 まれ る。音 響特性 に おい て はデータ を蓄積 し なが ら測 定手

法 を確 立 し、さらに シ ミ ュ レ ーシ ョ ン な ど予測 ・制御 手法 に つ い て

も検討 す る こ とが 課 題 で ある。また、今 回 は 検討 し な か っ た が 音環

境に 対す る利 用者や 経営者 の 意識や評価 に つ い て 今 後調査 す る必 要

が あ る 。こ れ らの 検討 を通 して 、最 終 的 に ア
ー

ケ
ー

ド街 路 に お け る

音 環 壌計 画 の 指 針 を 見 い だ し てい き た い 。
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